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16.  Abstract 

最近の研究では次のことが分かっている．それは，一人あたり，運転免許保有者一人あた

り，一世帯あたりの軽車両数が低下していることである．そして，現在の軽車両数はより低

下してきており，走行距離も低下し，過去よりも燃料消費が低下してきている．これらの傾

向から米国の車社会化は数年前でピークに達していたのかもしれない． 
本研究では，車社会のレベルを表す他の指標として，軽車両のない一世帯あたりの割合に

関する最近の傾向を調査した．そして二つの分析が実行された．まず初めの分析では，2005
年から 2012年までにおけるこの割合の変化を調査した．そして次に行った分析は，2007 年と
2012年での米国の 30の大都市におけるこの割合の変化量の調査である．これらのデータは米
国国勢調査から得られた． 
主な調査結果は以下の通りです： 
(1) 最も低い割合であった 2007年の 8.7%と比較して，2012年は世帯の 9.2%が軽車両を保
有していない． 

(2) 車両を保有していない世帯の割合は，米国の 30 の大都市間で大きく変化している．: 
2012年はニューヨークが最大で 56.5%であり，サンノゼが 5.8%と最少であった． 

(3) 30市の内 6つの市において，30%以上の世帯が車両を保有していない． 
(4) 2007 年から 2012 年まで，調査した 30 市の内 21 市において車両を保有しない世帯の
割合が増加した． 

(5) 割合の大きい 13都市すべてが 2007年から 2012年までの割合が増加していることが示
された． 

近年における車両を保有しない世帯の割合の増加は，米国のモータリゼーション化は先の

10年の間にピークに達しているという仮説を支持している． 
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